
浜田市新型コロナウイルス感染症等
対応経過報告書【概要】

～新型コロナウイルスワクチン接種を中心に～

令和７年７月
浜田市

【健康福祉部関連】
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令和元年度から令和５年度までの動向
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令和元年度

令和２年１月１６日 国内で初めて新型コロナウイルス感染症の感染者確認

令和２年１月３１日 浜田市新型コロナウイルス対策班設置

令和２年２月7日 浜田市新型コロナウイルス対策警戒本部会議に移行

令和2年2月２７日 浜田市新型コロナウイルス対策本部会議に移行

全国的マスク不足発生

〇市備蓄マスクの提供

市内医療福祉施設に提供 令和２年３月６日～３月３１日



令和2年度
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〇市備蓄マスクの緊急提供

６５歳以上の高齢者及び妊婦 令和２年3月31日～令和２年４月１５日

〇新型コロナウイルス感染症一般電話相談

令和２年４月１０日から開始

新型コロナウイルス感染症に対する不安の軽減や健康上の相談に対応

〇インフルエンザ予防接種費用助成事業 １歳以上の全市民に費用助成

〇浜田市外来検査センター運営事業 令和２年１２月１８日から開始

島根県の受託事業として実施



ワクチン接種体制の庁内体制の整備

令和3年1月25日

浜田市新型コロナウイルスワクチン対策室の設置

当初は、室長1名(専任)、事務員2名(助勤）、保健師1名

(助勤)の4人体制で発足
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【主な業務】

・接種券発行や履歴管理のための健康管理システム改修

・接種実施体制(コールセンター、ワクチンの保管や配送、

V-SYS、VRSへの対応等)の検討及び調整

・関係機関との協議(浜田市医師会、高齢者施設等）

健康管理システム：市の予防接種等の健康に関する記録を管理するシステム

Ｖ－ＳＹＳ：国が整備したワクチンの一元的な情報伝達・共有・管理を支援するシステム

ＶＲＳ：国が整備したワクチン接種に関する入力、履歴確認、接種証明等を迅速にできるシステム

接種医療機関にタブレットが配付され、接種の入力を医療機関で実施 6



実績
・接種体制の調整

・浜田市新型コロナウイルスワクチン接種コールセンターの設置

・ワクチン保冷剤用冷凍庫の購入 1台

・先行接種者として医療・福祉従事者へ接種券発行

・ワクチン配送、小分け等の体制整備
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接種体制の調整

浜田市理事会へ参加し、体制について検討

2月8日(定例)、2月19日(臨時)、3月8日(定例)で協議

→ 基本、個別接種で行う

関係機関への周知

浜田市医師会への説明会 3月12日

高齢者施設への説明会 2月22日
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浜田市のワクチン接種体制の方向性

①接種場所
（1）身近で安心して接種できる、かかりつけ医による個別接種

（2）補完的に集団接種会場の設置（個別接種の状況により設置）

②予約方法
〈個別接種〉 各医療機関で受付
〈集団接種〉 コールセンターで電話予約

③情報提供
コールセンターの設置やSNS、ケーブルテレビ、チラシ等

きめ細かなワクチン接種体制を確立
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浜田市のワクチン接種までの流れ

④次回の予約

2回目の接種日を予約（3週間後）

③接種

予約日・時間に医療機関等で接種

②接種機関に予約

接種を希望する医療機関等に電話で予約

①接種券・予診票の送付

住民票登録されている方に、接種券・予診票を郵送
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浜田市のワクチン接種体制

①身近で安心して接種できる、かかりつけ医による個別接種
⇒普段から診療している医師による接種で安心
令和2年度インフルエンザ予防接種実績（18,310人/月※全年齢）

②かかりつけ医での接種が困難な方は集団接種
⇒かかりつけ医がない方、平日の接種が困難な方をカバーするため、土日にも設置
当面は設置せず、ワクチン供給や個別接種の状況により検討

区分 場所 箇所数 実施日 予約先

個別接種 市内の協力医療機関
（すべての医院・診療所ではありません）

約40箇所 各医療機関の診療日・時間
（医療機関によって曜日・時間が異なります）

各医療機関

集団接種 未定 未定 未定
（各医療機関の休診日・時間を中心に検討）

コールセンター
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浜田市のワクチン接種体制

浜田市役所 各医療機関

①接種計画の報告 ③ワクチン必要数の報告 ⑤実績報告

島根県

②ワクチン分配量決定
④ワクチン及びシリンジ等の小分け・配送

≪接種に向けた準備≫
‐体制整備‐
○対策室、コールセンターの設置
○接種券、予診票、案内文書の印刷、郵送
○接種会場の決定、情報登録
・個別接種、集団接種会場の調整
○スケジュール等情報発信（広報・チラシ・CATV）
○接種実施計画の策定
・接種計画 ・配送計画

‐ワクチン管理‐
○市庁舎内へのディープフリーザー設置
○薬剤師会と連携した管理体制の構築
○V-SYSによるワクチン分配量の把握
〇業務委託による迅速・確実な配送体制の構築

≪接種に向けた準備≫
‐体制整備‐
○ワクチンのロスをしない予約体制の構築
〇待機場所の確保
○新型コロナウイルス感染症の対策
○接種日や接種受け入れ人数の決定
○予診票の提出方法
〇市への連絡体制の確立

‐ワクチン管理‐
○保存用冷蔵庫の確保
○確実にワクチンを受け取る体制整備
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浜田市新型コロナウイルスワクチン接種
コールセンターの設置

新型コロナウイルスワクチン接種に関する質問、相談に関しての問
い合わせや予約等を受け付けるため、コールセンターを設置

日本旅行から提案を受け、3月22日から設置。

石王観光が実務を行った。

旧浜田公民館2階の一室でコールセンターを設置した。
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ワクチン配送、小分け等の体制整備

ワクチンの受け取りについては、浜田市役所が基幹型医療機関として、国か

らのワクチン受け取りを実施する。受け取りはワクチン対策室職員が行い、の

ちに、薬剤師により検収するよう計画。

ワクチンの小分け作業については、浜田市役所で行い、ワクチン対策室の職

員及び薬剤師会の協力を得て実施するよう計画。

ワクチン配送については、地域卸として指定されていた株式会社 セイエルに

委託し、市内医療機関にワクチンを配送するよう計画。

令和2年度にワクチン受け取りはなかったが、上記計画で翌年度実施した。
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浜田市のワクチン配送

〇浜田市がワクチン配送の拠点施設となり、小分け・配送を実施

〇効率的な配送計画を立て接種会場となる各医療機関へ配送
保冷バックを必要数確保し、短時間で複数の医療機関へ配送可能な体制を整える

⇒市が運送業者等に委託

ワクチン配送計画

1.配送拠点 浜田市役所（又は医療センター） 〇各医療機関の接種日・時間を集約し、ワクチンの配送に適したグループに分ける
〇グループ毎に必要量の報告及び配送する曜日を設定（最大週2回）
医療機関を2つのグループに分けて配送

2.配送者 市の委託業者(セイエル)

3.配送先 各医療機関 約40箇所

4.小分け
当室職員と薬剤師会協力のもと実
施

5.梱 包 医療機関ごとに保冷バックを準備

浜
田
市

Ｃ医院
Ｄ医院

Ａ医院
Ｂ医院

GroupA
〈報告・配送日〉月・木曜日

GroupB
〈報告・配送日〉火・金曜日
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浜田市のワクチン接種体制

浜田市
（配送拠点）

国内倉庫

ディープフリーザー設置

市民市民 市民

医療機関医療機関

市民

⑤接種数確認・小分け

集団会場

市民

①接種予約⑦接種

コールセンター

個別接種

集団接種

③V-SYSの代理入力による報告

④ワクチン配送

地域卸業者

⑤´シリンジ・針
の供給
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令和元年度から令和２年度を振り返って
①国内での感染者確認を受け、早期に対策班、警戒体制、対策本部を設置し、動向を

確認し、本市の対処方針等を決定できた。

②新型コロナウイルスワクチン接種については、今まで経験したことのないことを行う

ため、早期に庁内体制を整え、県内でもいち早く「新型コロナウイルスワクチン対策室」

を設置し、接種体制や相談体制、接種券印刷準備、関係機関との調整に努めた。また、

Ｖ－ＳＹＳ、ＶＲＳなど全国統一のシステムと市の健康管理システムの調整等に努めた。

③マスク、アルコールなどの衛生物資の不足等や未知のウイルスに対する市民の不安

も強く、電話による健康相談や発熱患者が適切に検査が受けられるよう「外来検査セ

ンター」を設置した。

17



令和3年度

18

〇新型コロナウイルス感染症一般電話相談の継続

〇浜田市外来検査センター運営事業の継続

〇保健所業務への保健師派遣 令和４年１月１３日協定締結

〇買い物代行料助成事業 令和４年3月１7日開始



新型コロナワクチン対策室庁内体制の整備

•令和3年4月から

室長1名(専任)、事務員2名(専任)、保健師1名(助勤)、会計年度
任用職員1名の5名体制に、4月後半に事務員4名(助勤)及び会計
年度任用職員1名、6月下旬に任期付き職員1名がそれぞれ加わり
11名での体制。

また、7月1日からは、助勤の職員については、正規の異動となり、
当室への配属となった。

10月1日には、事務員1名欠員となったが、10名体制で業務を
行った。
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【主な業務】
•計画的な実施計画の方針決定

•接種券の印刷、発送業務

• ワクチン管理及び小分け配送、回収業務

•個別接種の体制整備及び円滑な実施

•補完的に実施する集団接種の準備及び実施

•新型コロナウイルスワクチンに関する相談及び問い合わせ業務

•市民への周知

•接種委託料の支払い、接種履歴の登録
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計画的な実施計画の方針決定

ワクチンの入荷計画が不透明であること、かつ、対象者が幅広い
ため、計画的な実施が求められたため、接種券の送付を順次行った。

しかし、ワクチン納入、方針等が不透明のため、計画的に実施する
ことが難しく、広報掲載には間に合わず、全戸配布資料により周知
を行った。
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コールセンター設置

令和2年度に引き続き、日本旅行に委託

実務は石王観光

浜田市まちづくりセンター2階で運営

コールセンター8人体制での運営

集団接種の受付、各種問い合わせ等の受付
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新型コロナウイルスワクチン接種について
(初回接種)

【接種順位】

医療等従事者

65歳以上の高齢者

基礎疾患を有する方＋高齢者施設等の従事者

それ以外の方(当初16歳以上から12歳以上の変更)

【実施主体】

医療従事者については、島根県が実施主体

それ以外は、浜田市が実施主体

【使用ワクチン】

ファイザー社製ワクチン(従来株)
参考

当初は「7月中に高齢者接種を完了する」との国からの宣言があり、7月末には、高齢者の約90％が1回目の接種し、「希望者

への接種完了」を概ね達成

11月初旬には、対象者(12歳以上）の1回目の接種率は90％を超え、概ね希望者への接種は概ね完了
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(参考)医療従事者等への接種

〇ワクチンの管理、小分け配送、集団接種の計画はすべて島根県

ワクチン納入は、浜田医療センターに納入

配送は、セイエル

集団接種会場は、浜田医療センター、山根病院、

山根病院三隅分院、西川病院の4か所で実施

接種医師の確保は、浜田市医師会が協力

集団接種会場の接種申込者の振り分け等は島根県が行う。

〇接種券の作成は、所属機関が行う。消防については、当室が対応
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初回接種の接種券について

医療従事者、高齢者施設従事者等：接種券付き予診票を2枚作成

V-SYSから印刷

その他の方：シールタイプの接種券の送付（A4）

市の健康管理システムから印刷
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接種券の発送・接種スケジュール

ワクチンの納入状況をみながら、接種券の発送計画は別紙のとおり

65歳以上の高齢者への接種

（1）接種券・予診票の送付

4月21日に発送

（2）高齢者施設入所者への接種開始時期

4月26日から接種開始

（3）医療機関での接種開始時期(一般高齢者)

医療機関での予約は、5月10日から受付

接種は、5月17日から開始
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初回接種
【接種対象者】

当初16歳以上を対象（途中から12歳以上に対象者の引き下げ）

【使用ワクチン】

ファイザー社製ワクチン(従来株）

【接種形態】

個別接種を中心として、補完的に集団接種を行った。

【協力医療機関】

市内37医療機関において2回をセットに実施
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初回接種については、1回目、2回目のセットでの予約受付
旭地区において、集団接種を上記以外に4回行った。

全戸配布
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全戸配布
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全戸配布
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第一期追加接種 施行 12月17日から

【接種対象者】
18歳以上を対象に実施
【使用ワクチン】
ファイザー社製ワクチン及びモデルナ社製ワクチン（いずれも従来株）
【接種形態】
個別接種(37医療機関)を中心に実施。ファイザー社製ワクチンを使用
補完的に集団接種を実施。モデルナ社製ワクチンを使用
【接種券】
接種券一体型予診票（A3）
【その他】
医療従事者等への接種券発行、接種対応等についても、市で実施。
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個別通知
全戸配布
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小児接種(5歳から11歳) 施行 令和4年2月21日から

【接種対象者】 5歳以上11歳以下の者

【接種開始】 令和4年3月5日から

【接種形態】 個別接種のみ

【協力医療機関】

小児科を中心に市内7医療機関において2回をセットに実施

【使用ワクチン】 5歳～11歳用ファイザー社製ワクチン(従来株)

【予約】 市コールセンター（WEB）で予約受付

【接種券】 シールタイプの接種券（A４）
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接種体制整備

関係機関への説明会

浜田市医師会への説明会

令和3年4月13日 初回接種について

令和3年12月9日 第一期追加接種について

接種事務に係る説明会

令和3年4月30日 VRSの取り扱い、請求等

令和3年12月17日 接種券一体型予診票等
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各種届出・証明
〇住所地外届出

単身赴任等やむを得ない事情で住所地外の人が浜田市で接種

を希望する際には、あらかじめ住所地外接種届を提出し、住所地外

届出済証の交付を受け、接種を受けることができるよう届出を行う。

〇接種証明

接種を受けた人が、海外等往来における利用時に接種証明が必

要となり接種証明を発行した。
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令和３年度を振り返って

①本格的なワクチン接種が開始され、医療従事者の先行接種から

高齢者等の国の指示に基づき、順次接種を行った。当初は１２歳以上の

対象者を行っていたが、５歳～１１歳の者への接種も開始された。

②個別接種で行う予定であったが、補完的に集団接種の体制も整え、個

別、集団接種の体制で行い、接種のスピード化を図った。

③住所地外届出、接種証明、接種券の発送、ワクチン配送等の対応に努
めた。
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令和4年度

37

〇新型コロナウイルス感染症一般電話相談の継続

〇浜田市外来検査センター運営事業の継続

〇保健所業務への保健師派遣

〇買い物代行料助成事業の継続



新型コロナウイルスワクチン対策室
庁内体制の整備

•令和4年4月から

室長1名(部長兼務)、事務員4名(専任)、保健師1名(専任)、会計

年度任用職員2名の8名体制。

10月1日には、事務員1名異動となり、会計年度任用職員1名が補

充として任用し、7名体制となった。

ただし、異動の1名の職員は、12月末まで助勤として勤務した。

38



コールセンター設置

令和3年度に引き続き、日本旅行に委託

実務は石王観光

浜田市まちづくりセンター2階で運営

当初は8人体制であったが、見直しにより、人員減の体制に変更

集団接種の受付及び名簿の作成、各種問い合わせ等の受付、

小児等の医療機関予約受付及び名簿作成
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令和4年度当初

昨年度に引き続き以下の接種を実施

小児（5～11歳） ： 「初回接種（1・2回目）」

12歳以上 ： 「初回接種(1・2回目)」

18歳以上 ： 「第一期追加接種(3回目)」
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第一期追加接種

令和4年3月25日から12歳から17歳が新たに対象者に追加

浜田市は4月25日から接種を開始した。
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第二期追加接種(4回目) 施行 5月25日

【開始時期】 5月30日から接種開始

【対象者】 60歳以上の方

18歳以上60歳未満の基礎疾患を有する方

7月22日から18歳以上60歳未満の医療従事者等の追加

【接種券の発行】

60歳以上は前回接種から接種間隔が到来してから接種券一体型予
診票の送付

基礎疾患、医療従事者等は申請により接種券一体型予診票の送付

【使用ワクチン】 ファイザー社製及びモデルナ社製ワクチン(従来株)
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全戸配布
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令和4年秋開始接種(オミクロン株2価ワクチン) 施行 9月20日から

【接種開始】 9月27日から

【対象者】 12歳以上の3回目以降の方

【使用ワクチン】 オミクロン株対応(2価)ワクチン

（ファイザー社製及びモデルナ社製）

【回数】 一人1回

【接種券】 接種券一体型予診票
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ワクチンの取り扱いについて

ワクチン管理 ： 浜田市職員において管理

ワクチン小分け作業 ： 令和4年9月末まで

薬剤師会所属の薬剤師+浜田市職員

令和4年10月から

浜田市職員のみで実施
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全戸配布
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全戸配布
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全戸配布
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小児（5～11歳）への第一期追加接種 施行 9月6日

【接種開始】 10月17日から接種開始

接種券 9月28日に郵送 予約開始 10月4日

【対象者】 初回接種から5月の接種間隔がある5歳から11歳以下の者

【使用ワクチン】 ファイザー社製従来株ワクチン

【接種形態】 個別接種

【協力医療機関】

当初は、小児科を中心に市内7医療機関で実施していたが、接種者数
の減少により小児科標榜の市内5医療機関での接種に見直しを行った。

【予約】 市コールセンター（WEB）で予約受付

【回数】 一人1回
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乳幼児(生後6月から4歳)への初回接種 施行10月24日

【接種開始】 11月15日～ 10月28日から接種券送付

【対象者】 生後6月から4歳の者

【回数】 初回接種は初回3回

【使用ワクチン】

生後6か月から4歳用ファイザー社製従来株ワクチン

【接種形態】 個別接種

【協力医療機関】 小児科を中心に市内5医療機関で実施

【予約】 市コールセンターで電話による予約受付
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小児（5～11歳）への令和4年秋開始接種 施行3月8日

【接種開始】 3月20日から接種開始

3月15日に郵送 予約開始 接種券届き次第

【対象者】

5歳から11歳の初回接種又は第一期追加接種終了後3月以上の接種間隔
がある者

【使用ワクチン】

5～11歳用ファイザー社製オミクロン株2価ワクチンを使用

【回数】 1人1回

【接種形態】 個別接種

【協力医療機関】 小児科を中心に市内5医療機関

【予約】 市コールセンター（WEB）での予約受付
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接種間隔について

接種間隔について

段階的に間隔の短縮あり

国の指示に基づき対応を行った。
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令和4年度を振り返って

①令和３年度同様に、個別接種と集団接種によりワクチン接種を
行った。

②昨年度に引き続き５歳～１１歳の者への接種や生後6か月以上４
歳以下の者への接種も開始され、市内小児科を標榜する医療機関
で個別接種で実施した。

③接種の繁忙期と閑散期等が時期により生じることもあり、予約等
配慮を行った。
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令和5年度
令和５年５月８日 新型コロナウイルス感染症が５類に変更

〇電話相談は一般相談で対応する

〇浜田市外来検査センターは５月７日をもって終了

〇買い物代行料助成事業も終了
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新型コロナウイルスワクチン対策室
庁内体制の整備

令和5年4月から、ワクチン接種の減少により

室長1名(兼務)、事務員1名(専任)、保健師1名(専任)、会計年度任用職員2
名の5名体制。

5月8日には、会計年度任用職員1名を採用し、3名となり、６人体制。

7月31日には、会計年度任用職員1名退職し、会計年度任用職員2名となり、
5人体制。
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コールセンター設置

令和4年度に引き続き、7月末まで日本旅行に委託

実務は石王観光 4人体制での運営

今までは随意契約であったが、入札の実施

8月から、エスプールグローカルが受託

4人体制での運営していたが、1月からは1名体制で行い、問い合わせ等の

減少により、2月末で契約終了 (3月は直営実施)

小児、乳幼児等の受付、名簿作成、各種問い合わせ等の受付
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令和5年度当初

昨年度に引き続き下記の実施

乳幼児(生後6月～4歳） ： 「初回接種（1・2・3回目）」(従来株)
小児（5～11歳） ： 「初回接種（1・2回目）」(従来株)

「第二期追加接種」(従来株)
「令和4年秋開始接種」(オミクロン2価ワクチン)

12歳以上 ： 「初回接種(1・2回目)」(従来株)
「令和4年秋開始接種」(オミクロン2価ワクチン)

個別接種のみの実施
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令和5年春開始接種(オミクロン株2価ワクチン)の実施

【施行日】 5月8日

【接種開始】 5月8日から9月19日まで(当初は8月31日まで)

【対象者】 65歳以上の方

基礎疾患を有する方

医療及び福祉従事者等の方

ただし、基礎疾患及び医療従事者等については、接種券取得のための申請必要

【使用ワクチン】 オミクロン株対応(2価)ワクチン

【回数】 一人1回
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9月19日をもって

〇第二期追加接種及び令和5年春開始接種の終了

従来株、オミクロン株2価ワクチンの使用終了

〇9月20日以降は、オミクロン株XBB1.5対応ワクチンの使用

9月20日以降に、従来株、オミクロン2価ワクチンの廃棄を行

うよう国から指示あり。
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令和5年秋開始接種(オミクロン株XBB1.5ワクチン)の実施

【施行日】 9月20日

【接種開始】 9月20日から令和6年3月31日まで

【対象者】 生後6月以上

【使用ワクチン】 オミクロン株(XBB1.5)対応ワクチン

（ファイザー社製(生後6月から4歳)、（5歳から11歳）、(12歳以上)）

（モデルナ社製）

【回数】 一人1回(追加接種)

初回接種は、必要回数を接種間隔に応じて接種
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令和5年秋開始接種に使用するワクチンの追加

第一三共社ワクチンの追加

12歳以上を対象

12月4日から施行

浜田市納入は12月下旬
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令和6年3月31日をもって
ワクチン接種終了
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令和5年度を振り返って

①徐々に接種の人も安定し、集団接種は実施せず、個別接種ですべ
て行った。また、接種の人数確保がワクチンの接種人数に足りずワ
クチンロスが生じるため、コールセンターで取りまとめを行い、医療
機関の負担軽減に努めた。

②個別接種促進のための支援体制確保事業を県が行っていたもの
を、令和５年度から市が実施主体として財政的支援を行った。

③年度末の終了に向け、体制の縮小するとともに、整理を行った。
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最後に
新型コロナウイルスワクチン接種は、市としては、過去にない大規模な

プロジェクトで、経験のない業務でした。

しかし、医療機関や関係者の方々のご尽力と、市民の皆さんのご協力

により、コロナ禍を乗り越えることができました。

あらためて感謝申し上げます。

その時々には、精一杯の対応をさせていただきましたが、次なる感染症

の備えとして、振り返って今後留意するべき点を記載し、まとめとさせて

いただきます。
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次なる感染症の対応の際に留意するべき点

① 市民に対しての情報提供の充実

市ホームページや広報、全戸配布、ＳＮＳ等あらゆる情報媒体

を通じての情報発信に努める。

② 国・県との情報共有の強化

国・県との連携に努め、情報の共有を行う。

③ 早期の庁内体制の整備
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